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近江八幡の左義長まつり

し
た
。
細
か
な
説
明
は
省
略
し
ま
す
が
、「
本
能
寺

の
変
」
後
、
豊
臣
秀
次
に
よ
っ
て
新
し
く
開
か
れ

た
八
幡
山
城
下
に
移
り
住
み
、
祭
を
引
き
継
い
だ

こ
と
が
今
日
に
繋
が
り
ま
す
。

　
安
土
城
下
の
左
義
長
ま
つ
り
は
、
織
田
信
長
自

ら
も
躍
り
出
た

と
伝
わ
る
、
絢

爛
豪
華
で
派
手

か
つ
威
勢
の
よ

い
祭
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
、

「
織
田
信
長
ゆ

か
り
の
天
下
の

奇
祭
」、
ま
た
、

三
月
中
旬
に
開

催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
「
湖
国
に

春
を
告
げ
る
お

祭
り
」
と
い
っ

た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
等
が
添

え
ら
れ
、
近
江
八
幡
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

を
迎
え
ま
す
。

　
祭
に
欠
か
せ
な
い
神
輿
と
な
る
全
体
を
「
左
義

長
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
土
台
部
分
は
、
藁
（
ワ
ラ
）

を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
も
一
年
を
通
じ
て
準
備
作

　
左
義
長
は
、
正
月
飾
り
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
奉

火
し
、
そ
の
年
の
健
康
や
幸
福
な
ど
を
祈
願
す
る

も
の
で
、「
ど
ん
ど
焼
き
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
祭

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
江
八
幡
で
は
、
独
自
の

変
化
や
発
展
を
繰
り
返
し
、
他
の
様
相
と
は
違
う

祭
と
し
て
進
化
す
る
こ
と
で
、
地
元
住
民
や
観
光

客
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
ん
な
「
近

江
八
幡
の
左
義
長
ま
つ
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
は
、
八
幡
山
城
下
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
祭

で
す
が
、
元
々
は
、
安
土
城
下
で
行
わ
れ
て
い
ま

業
は
行
わ
れ
ま
す
が
、
干
支
を
メ

イ
ン
に
中
心
に
据
え
ら
れ
る
「
ダ

シ
」部
分
は
、約
三
ヶ
月
を
か
け
て
、

各
町
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
手
作

り
で
制
作
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ダ
シ

制
作
は
、
山
の
幸
（
穀
物
）、
海
の

幸
（
海
産
物
）
等
々
の
食
材
に
て

作
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
、
大
き

な
特
徴
で
す
。

　
苦
労
と
努
力
を
積
み
重
ね
完
成

し
た
各
町
の
自
慢
の
左
義
長
は

（
例
年
十
三
基
）、
初
日
の
お
昼
過

ぎ
に
日
牟
禮
八
幡
宮
へ
集
結
し
ま

す
。（
一
堂
に
勢
揃
い
す
る
風
景

は
圧
巻
で
す
）。
二
日
目
は
、
ダ
シ

の
組
み
合
わ
せ
（
通
称
：
ケ
ン
カ

と
呼
ば
れ
る
ぶ
つ
け
合
い
）
が
、

日
牟
禮
八
幡
宮
近
く
で
行
わ
れ
ま

す
。

　
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
夜

の
一
斉
奉
火
。
二
十
時
に
五
基
を

一
斉
奉
火
後
、順
次
、火
が
放
た
れ
、

夜
空
を
焦
が
し
ま
す
。
時
代
と
と

も
に
様
々
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た

左
義
長
ま
つ
り
で
す
が
、
い
つ
の

時
代
も
、
ふ
る
さ
と
近
江
八
幡
の

繁
栄
、
そ
し
て
、
火
除
け
厄
除
け
、

五
穀
豊
穣
や
商
売
繁
盛
を
願
う
気

持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
（
令
和
六
年
）
の
左
義
長
ま

つ
り
は
、
三
月
十
六
日
・
十
七
日

に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
近
江
八
幡

の
市
民
や
町
中
が
熱
く
な
る
二
日

間
、
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
！
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令
和
五
年
度

青
年
部
研
修
事
業
と
新
年
会

　
去
る
、
二
月
二
日
（
金
）、
青
年

部
で
は
初
め
て
の
バ
ス
に
て

『
K
T
C
工
場
見
学
・
平
等
院
鳳

凰
堂
他
拝
観
』
と
『
新
年
会
』
と

い
う
研
修
・
交
流
事
業
を
企
画
開

催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
研
修
に
は
十
八
名
（
諸
事
情
に

よ
り
二
名
欠
席
に
な
り
と
て
も
残

念
で
す
。）
参
加
、
新
年
会
に
は
関

西
電
気
工
事
工
業
会
青
年
部
連
合

会
か
ら
も
役
員
七
名
参
加
の
合
計

二
十
七
名
が
参
加
協
力
し
て
頂
け

ま
し
た
。

　
工
場
見
学
は
、
京
都
府
久
御
山

に
有
り
ま
す
、
京
都
機
械
工
具
株

式
会
社
（
通
称
K
T
C
）
を
見
学

さ
せ
て
頂
き
、
K
T
C
の
社
是
・

社
訓
に
あ
る
と
お
り
、
自
分
達
の

仕
事
に
対
し
て
誠
実
で
い
つ
も
前

進
し
、
工
具
を
使
用
す
る
お
客
様
、

ま
た
そ
の
先
の
お
客
様
の
快
適
な

暮
ら
し
を
支
え
よ
う
と
言
う
思
い

で
日
々
作
業
さ
れ
て
い
る
事
が
伝

わ
り
ま
し
た
。
工
場
の
方
の
考
え

も
現
場
で
働
く
私
達
も
同
様
で
、

皆
が
喜
び
自
分
の
仕
事
を
讃
頌
し

て
頂
く
と
と
て
も
励
み
に
な
り
ま

す
し
、
生
き
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。

　
午
前
中
K
T
C
を
見
学
し
た
後
、

午
後
か
ら
は
宇
治
に
移
り
昼
食
を

料
理
旅
館
に
て
堪
能
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
等
院
鳳
凰
堂
を
拝
観
、

ま
た
堂
内
も
内
覧
、
数
々
の
美
術

品
の
説
明
も
し
て
頂
け
ま
し
た
。

　
一
つ
だ
け
平
等
院
鳳
凰
堂
で
の

後
悔
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、「
平

等
院
鳳
凰
堂
の
御
朱
印
帳
も
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
か
っ
こ
よ
か
っ
た
！

↑
↑
買
っ
て
お
き
ゃ
良
か
っ
た
！

買
わ
ず
に
帰
っ
て
き
た
の
で
残
念

⤵
」。。。
皆
様
も
是
非
、
行
か
れ
た

際
に
は
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
時
間
も
余
り
無
か
っ
た

の
で
す
が
、
伏
見
稲
荷
大
社
に
参

拝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
四
十
分

ほ
ど
の
滞
在
時
間
で
し
た
の
で
残

念
な
が
ら
本
殿
し
か
行
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
初
め
て
行
っ
た
の
で
す

が
、
今
度
は
境
内
を
制
覇
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
平
等
院
鳳
凰
堂
と

と
も
に
ど
ち
ら
も
も
う
一
度
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　
夕
方
か
ら
は
、
草
津
に
帰
っ
て

き
て
新
年
会
を
開
催
！『
新
年
会
』

は
東
岸
部
会
長
の
達
て
の
願
い
も

有
り
、
初
め
て
開
催
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。「
新
年
会
か
ら
な
ら
」
と

時
間
を
合
わ
せ
て
参
加
し
て
頂
い

た
方
や
関
西
各
府
県
代
表
者
様
を

交
え
、
ま
た
普
段
着
で
和
ん
だ
雰

囲
気
の
中
で
色
々
な
話
を
し
て
い

る
と
、
二
時
間
半
が
「
ア
ッ
！
と

い
う
間
」
に
経
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
組
合
と
は
、
労
働
条
件
環
境
の

改
善
向
上
、
経
済
的
地
位
の
向
上

を
目
指
し
て
い
く
者
が
集
ま
っ
て

い
る
組
織
の
仲
間
で
、
ま
た
ラ
イ

バ
ル
で
も
有
り
ま
す
。
で
も
こ
の

様
な
和
ん
だ
雰
囲
気
を
見
て
い
る

と
『
青
年
部
で
は
、
意
地
を
張
ら

ず
何
で
も
言
い
合
え
る
本
当
の
友

達
を
作
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
な
。

大
人
に
な
っ
た
私
達
の
友
達
づ
く

り
の
場
に
し
て
行
け
た
ら
。』
と

感
じ
、
東
岸
部
会
長
の
願
い
は
こ

う
言
っ
た
事
か
と
感
じ
と
れ
ま
し

た
。
友
達
作
り
も
不
慣
れ
に
な
っ

た
こ
の
世
代
、
青
年
部
の
中
で
も

世
代
を
超
え
て
本
当
の
友
達
を
作

れ
る
機
会
が
有
る
組
織
に
し
て
い

き
た
い
、
今
後
の
青
年
部
も
そ
う

な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
、
そ
の
様

な
思
い
が
得
ら
れ
た
事
業
の
一
日

で
し
た
。
と
て
も
疲
れ
た
一
日
で

し
た
が
本
当
に
企
画
を
開
催
し
て

一
人
で
も
喜
ん
で
頂
け
る
と
、

や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
意
味
で
も
、
そ
れ
が

醍
醐
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
青
年
部

　副
部
会
長

　中
村

　彰
）

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
端
末
処
理

技
術
者
認
定
試
験
・
更
新
講
習

　
今
年
も
恒
例
の
「
高
圧
ケ
ー
ブ

ル
端
末
処
理
技
術
者
認
定
試
験
・

更
新
講
習
」
が
、
電
工
組
会
館
及

び
実
習
棟
に
お
い
て
、
住
電
機
器

シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様
よ
り
三
名

の
講
師
と
、
当
学
院
邑
田
講
師
の

下
、
一
月
二
十
二
日
（
月
）
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
受
講
者
数
は
、
認
定
試

験
受
講
者
十
五
名
、
更
新
講
習
受

講
者
三
十
三
名
の
合
計
四
十
八
名

で
し
た
。
電
工
組
会
館
の
駐
車
場

は
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
受
講
者
の
方
々
が
相
乗
り

で
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
た
め
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
等
も
無
く
駐
車
や
車
の
入

れ
替
え
が
で
き
ま
し
た
。
受
講
者

の
皆
様
、
今
年
も
ご
協
力
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
更
新
講
習
・
認
定
試
験
と
も
に

定
刻
の
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
開

始
さ
れ
、
初
め
に
当
学
院
の
藤
本

一
矢
学
院
長
よ
り
電
気
の
安
全
管

理
に
つ
い
て
の
講
議
を
し
て
頂
き
、

続
い
て
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
端
末

理
論
講
義
を
受
け
て
頂
き
、
更
新

講
習
は
模
範
実
技
へ
と
進
み
実
技

講
習
・
質
疑
応
答
を
終
え
て
十
二

時
十
分
頃
に
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
し

ま
し
た
。

　
認
定
試
験
は
講
義
の
後
、
ビ
デ

オ
講
習
、
筆
記
試
験
、
実
技
講
習
、

実
技
試
験
・
質
疑
応
答
を
終
え
て

十
五
時
三
〇
分
頃
に
無
事
に
終
了

致
し
ま
し
た
。

　
当
日
ご
出
席
の
皆
様
、
大
変
寒

い
中
お
疲
れ
様
で
し
た
。

「
高
圧
・
特
別
高
圧
電
気

取
扱
業
務
特
別
教
育
」
開
催

　
令
和
六
年
一
月
二
十
四
日

（
水
）・
二
十
五
日
（
木
）、
滋
賀
電

工
組
会
館
で
「
高
圧
・
特
別
高
圧

受
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
当
組
合
事
業
委
員

会
平
岩
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
講
習
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

両
日
と
も
に
九
時
〇
〇
分
か
ら
十

七
時
〇
〇
分
と
い
う
長
時
間
の
講

習
会
で
し
た
が
、
講
習
生
の
み
な

さ
ん
は
熱
心
に
講
師
の
話
を
聞
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
科
教
育
は
高
圧
・
特
別
高
圧

の
電
気
と
設
備
、
安
全
作
業
用
具

に
関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
関
係
法

令
に
つ
い
て
教
育
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
技
教
育
は
P
A
S
（
気
中

負
荷
開
閉
器
）
と
L
B
S
（
高
圧

交
流
負
荷
開
閉
器
）
の
操
作
、
安

全
防
具
の
作
業
・
点
検
な
ど
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
開
閉
器
の
開

放
投
入
作
業
は
工
夫
し
て
力
を
入

電
気
取
扱
業
務
特
別
教
育
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
電
気
技
術

専
門
学
院
　
邑
田
　
善
一
郎
　
講

師
の
も
と
、
二
十

四
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
特
別
教
育

は
組
合
員
よ
り
開

催
の
要
望
を
受
け
、

事
業
委
員
会
に
て

審
議
・
計
画
を

行
っ
た
結
果
、
当

工
組
で
は
初
め
て

開
催
す
る
運
び
と

な
っ
た
講
習
会
で

す
。
当
初
の
定
員

を
超
過
す
る
応

募
・
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
非
常
に

需
要
の
あ
る
特
別

教
育
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
、
事
業

委
員
長
・
講
師
と

協
議
の
上
で
全
員

れ
る
必
要
が
あ
り
、
講
習
生
の
中

に
は
初
め
て
の
作
業
で
苦
戦
さ
れ

る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
講
習
会
の
二
日
間
は
大

雪
と
重
な
っ
た
た
め
、
来
館
が
困

難
な
講
習
生
に
対
し
て
は
特
例
と

し
て
振
替
実
施
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
悪
路
に
も
関
わ

ら
ず
ご
来
館
い
た
だ
い
た
講
習
生
、

講
師
の
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
講
習
生
の
み
な
さ
ん
に
は
こ
の

講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
い
た
だ
き
、
感
電
等
の
災
害
の

防
止
に
努
め
て
安
全
に
怪
我
無
く

作
業
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
に
は
な
り
ま
す
が
、
本
講

習
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
に

あ
た
り
、
役
員
の
皆
さ

ま
並
び
に
講
習
生
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
開
閉
器

を
ご
提
供
い
た
だ
い
た

株
式
会
社
八
木
電
機
様
、

開
閉
器
設
置
ラ
ッ
ク
を

製
作
い
た
だ
い
た
有
限

会
社
ヤ
マ
キ
電
気
工
業

所
様
、
当
日
の
講
師
及

び
講
習
会
の
準
備
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
邑
田

講
師
に
は
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
事
務
局
）

学
院　だ

よ
り

学
院　だ

よ
り

青
年
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

更新講習

藤本副理事長

認定試験
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し
た
。
細
か
な
説
明
は
省
略
し
ま
す
が
、「
本
能
寺

の
変
」
後
、
豊
臣
秀
次
に
よ
っ
て
新
し
く
開
か
れ

た
八
幡
山
城
下
に
移
り
住
み
、
祭
を
引
き
継
い
だ

こ
と
が
今
日
に
繋
が
り
ま
す
。

　
安
土
城
下
の
左
義
長
ま
つ
り
は
、
織
田
信
長
自

ら
も
躍
り
出
た

と
伝
わ
る
、
絢

爛
豪
華
で
派
手

か
つ
威
勢
の
よ

い
祭
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
、

「
織
田
信
長
ゆ

か
り
の
天
下
の

奇
祭
」、
ま
た
、

三
月
中
旬
に
開

催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
「
湖
国
に

春
を
告
げ
る
お

祭
り
」
と
い
っ

た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
等
が
添

え
ら
れ
、
近
江
八
幡
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

を
迎
え
ま
す
。

　
祭
に
欠
か
せ
な
い
神
輿
と
な
る
全
体
を
「
左
義

長
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
土
台
部
分
は
、
藁
（
ワ
ラ
）

を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
も
一
年
を
通
じ
て
準
備
作

　
左
義
長
は
、
正
月
飾
り
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
奉

火
し
、
そ
の
年
の
健
康
や
幸
福
な
ど
を
祈
願
す
る

も
の
で
、「
ど
ん
ど
焼
き
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
祭

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
江
八
幡
で
は
、
独
自
の

変
化
や
発
展
を
繰
り
返
し
、
他
の
様
相
と
は
違
う

祭
と
し
て
進
化
す
る
こ
と
で
、
地
元
住
民
や
観
光

客
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
ん
な
「
近

江
八
幡
の
左
義
長
ま
つ
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
は
、
八
幡
山
城
下
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
祭

で
す
が
、
元
々
は
、
安
土
城
下
で
行
わ
れ
て
い
ま

業
は
行
わ
れ
ま
す
が
、
干
支
を
メ

イ
ン
に
中
心
に
据
え
ら
れ
る
「
ダ

シ
」部
分
は
、約
三
ヶ
月
を
か
け
て
、

各
町
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
手
作

り
で
制
作
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ダ
シ

制
作
は
、
山
の
幸
（
穀
物
）、
海
の

幸
（
海
産
物
）
等
々
の
食
材
に
て

作
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
、
大
き

な
特
徴
で
す
。

　
苦
労
と
努
力
を
積
み
重
ね
完
成

し
た
各
町
の
自
慢
の
左
義
長
は

（
例
年
十
三
基
）、
初
日
の
お
昼
過

ぎ
に
日
牟
禮
八
幡
宮
へ
集
結
し
ま

す
。（
一
堂
に
勢
揃
い
す
る
風
景

は
圧
巻
で
す
）。
二
日
目
は
、
ダ
シ

の
組
み
合
わ
せ
（
通
称
：
ケ
ン
カ

と
呼
ば
れ
る
ぶ
つ
け
合
い
）
が
、

日
牟
禮
八
幡
宮
近
く
で
行
わ
れ
ま

す
。

　
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
夜

の
一
斉
奉
火
。
二
十
時
に
五
基
を

一
斉
奉
火
後
、順
次
、火
が
放
た
れ
、

夜
空
を
焦
が
し
ま
す
。
時
代
と
と

も
に
様
々
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た

左
義
長
ま
つ
り
で
す
が
、
い
つ
の

時
代
も
、
ふ
る
さ
と
近
江
八
幡
の

繁
栄
、
そ
し
て
、
火
除
け
厄
除
け
、

五
穀
豊
穣
や
商
売
繁
盛
を
願
う
気

持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
（
令
和
六
年
）
の
左
義
長
ま

つ
り
は
、
三
月
十
六
日
・
十
七
日

に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
近
江
八
幡

の
市
民
や
町
中
が
熱
く
な
る
二
日

間
、
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
！

お
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人

近
江
八
幡
観
光
物
産
協
会

電
話

　〇
七
四
八
ー
三
二
ー
七
〇
〇
三

（
八
幡
支
部

　大
橋

　浩
之
）

高
島
支
部
新
年
会

　
去
る
一
月
十
六
日
に
高
島
支
部

の
定
例
会
及
び
新
年
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
新
年
会
で
は
副
理
事
長
の
藤
本

様
か
ら
「
安
原
電
気
」
安
原
氏
へ

小
工
事
優
良
工
事
店
地
区
長
表
彰

の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
コ
コ
ハ
ウ
ス
ヨ
コ
イ
」
横
井
氏

へ
古
希
の
お
祝
い
、「
㈱
ハ
ヤ
シ

電
器
」
林
氏
へ
事
業
継
承
と
古
希

の
お
祝
い
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
輝
か
し
い
一
年

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

【
紹
介
】

　
今
回
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
『
白
浜
荘
』
は
組
合
で
発
行
さ

れ
て
い
る
「
J
W
F
C
A
R
D
」

が
使
用
で
き
る
お
店
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

住
所
　
高
島
市
安
曇
川
町
下
小
川

　
　
　
二
三
〇
〇
ー
一

電
話
　
〇
七
四
〇
ー
三
二
ー
〇
四
五
一

特
典

　
宿
泊
料
金
　
一
〇
%
割
引

日
帰
り
入
浴
料
金
　
一
〇
〇
円
引
き

※
他
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用

不
可
、
宿
泊
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
限
定
商
品
は
除
く

（
J
W
F
C
A
R
D
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
び
わ
湖
畔
白
浜
荘

https://www.shiraham
aso.co.jp/

（
高
島
支
部

　大
日

　一
誠
）

東
近
江
支
部
新
年
会
開
催

　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日
に
五

個
荘
町
の
松
研
に
て
東
近
江
支
部

の
新
年
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。本
部
か
ら
中
嶋
副
理
事
長
・

そ
の
他
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
も

御
臨
席
頂
き
新
年
の
お
祝
い
と
し

て
相
応
し
い
賑
や
か
な
支
部
新
年

会
を
開
催
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
二
月
よ
り
新
規
入
会
の
電

気
工
事
店
の
方
も
出
席
頂
き
ま
し

た
し
、
東
近
江
支
部
の
メ
ン
バ
ー

も
世
代
交
代
な
ど
も
多
く
非
常
に

若
い
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
な
と
感

じ
る
活
気
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
本
部
・
支
部
が

活
気
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
来

年
・
再
来
年
と
繋
が
り
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
忙
し

い
中
、
参
加
頂
い
た
方
、
忙
し
く

残
念
な
が
ら
参
加
出
来
な
か
っ
た

方
と
も
ど
も
今
後
も
繋
が
り
を
大

主
に
は
総
会
に
関
す
る
件
と
支
部

旅
行
に
関
す
る
件
で
し
た
。
八
幡

支
部
は
総
会
開
催
と
支
部
旅
行
を

六
月
支
部
会
と
併
せ
て
行
な
っ
て

い
る
事
が
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
今
回
は
色
々
な
意
見
が
出
ま

し
た
が
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登

の
震
災
の
復
興
を
考
え
石
川
県
へ

の
意
見
が
多
く
、
同
じ
旅
を
す
る

な
ら
北
陸
応
援
割
も
使
用
で
き
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
前
に
行
う

方
向
へ
の
案
で
概
ね
決
ま
り
、
あ

と
は
役
員
と
会
計
担
当
と
旅
行
幹

事
の
腕
の
見
せ
所
と
な
る
様
で
す
。

　
能
登
・
石
川
の
復
興
支
援
に
関

し
て
、
特
別
な
こ
と
が
出
来
な
く

て
も
我
々
が
出
来
る
こ
と
又
一
個

人
で
出
来
る
こ
と
で
大
き
な
事
が

出
来
な
く
て
も
小
さ
な
こ
と
の
積

み
重
ね
の
支
援
も
大
事
か
と
思
い

ま
す
。
一
日
で
も
早
い
復
興
が
目

指
せ
る
事
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
八
幡
支
部

　大
橋

　浩
之
）

切
に
組
合
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
東
近
江
支
部
長

　平
岩

　喜
剛
）

令
和
五
年
度
二
月
支
部
会

　
令
和
六
年
二
月
一
日
（
木
）
十

三
時
三
十
分
か
ら
、
上
田
町
つ
な

が
り
ハ
ウ
ス
篠
田
の
里
に
て
八
幡

支
部
支
部
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
催
前
に
う
え
の
賢
一
郎
衆
議
院

議
員
秘
書
の
稲
田
隼
也
氏
よ
り
挨

拶
が
有
り
、
現
況
報
告
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
支
部
会
で
は
福
山
支

部
長
か
ら
の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、

五
つ
の
議
題
に
関
し
て
行
わ
れ
、

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

高

島

支

部

八

幡

支

部

東
近
江
支
部

うえの賢一郎衆議院議員秘書の
稲田隼也氏より挨拶支部会風景

支部会風景

（2）
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令
和
五
年
度

青
年
部
研
修
事
業
と
新
年
会

　
去
る
、
二
月
二
日
（
金
）、
青
年

部
で
は
初
め
て
の
バ
ス
に
て

『
K
T
C
工
場
見
学
・
平
等
院
鳳

凰
堂
他
拝
観
』
と
『
新
年
会
』
と

い
う
研
修
・
交
流
事
業
を
企
画
開

催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
研
修
に
は
十
八
名
（
諸
事
情
に

よ
り
二
名
欠
席
に
な
り
と
て
も
残

念
で
す
。）
参
加
、
新
年
会
に
は
関

西
電
気
工
事
工
業
会
青
年
部
連
合

会
か
ら
も
役
員
七
名
参
加
の
合
計

二
十
七
名
が
参
加
協
力
し
て
頂
け

ま
し
た
。

　
工
場
見
学
は
、
京
都
府
久
御
山

に
有
り
ま
す
、
京
都
機
械
工
具
株

式
会
社
（
通
称
K
T
C
）
を
見
学

さ
せ
て
頂
き
、
K
T
C
の
社
是
・

社
訓
に
あ
る
と
お
り
、
自
分
達
の

仕
事
に
対
し
て
誠
実
で
い
つ
も
前

進
し
、
工
具
を
使
用
す
る
お
客
様
、

ま
た
そ
の
先
の
お
客
様
の
快
適
な

暮
ら
し
を
支
え
よ
う
と
言
う
思
い

で
日
々
作
業
さ
れ
て
い
る
事
が
伝

わ
り
ま
し
た
。
工
場
の
方
の
考
え

も
現
場
で
働
く
私
達
も
同
様
で
、

皆
が
喜
び
自
分
の
仕
事
を
讃
頌
し

て
頂
く
と
と
て
も
励
み
に
な
り
ま

す
し
、
生
き
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。

　
午
前
中
K
T
C
を
見
学
し
た
後
、

午
後
か
ら
は
宇
治
に
移
り
昼
食
を

料
理
旅
館
に
て
堪
能
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
等
院
鳳
凰
堂
を
拝
観
、

ま
た
堂
内
も
内
覧
、
数
々
の
美
術

品
の
説
明
も
し
て
頂
け
ま
し
た
。

　
一
つ
だ
け
平
等
院
鳳
凰
堂
で
の

後
悔
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、「
平

等
院
鳳
凰
堂
の
御
朱
印
帳
も
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
か
っ
こ
よ
か
っ
た
！

↑
↑
買
っ
て
お
き
ゃ
良
か
っ
た
！

買
わ
ず
に
帰
っ
て
き
た
の
で
残
念

⤵
」。。。
皆
様
も
是
非
、
行
か
れ
た

際
に
は
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
時
間
も
余
り
無
か
っ
た

の
で
す
が
、
伏
見
稲
荷
大
社
に
参

拝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
四
十
分

ほ
ど
の
滞
在
時
間
で
し
た
の
で
残

念
な
が
ら
本
殿
し
か
行
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
初
め
て
行
っ
た
の
で
す

が
、
今
度
は
境
内
を
制
覇
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
平
等
院
鳳
凰
堂
と

と
も
に
ど
ち
ら
も
も
う
一
度
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　
夕
方
か
ら
は
、
草
津
に
帰
っ
て

き
て
新
年
会
を
開
催
！『
新
年
会
』

は
東
岸
部
会
長
の
達
て
の
願
い
も

有
り
、
初
め
て
開
催
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。「
新
年
会
か
ら
な
ら
」
と

時
間
を
合
わ
せ
て
参
加
し
て
頂
い

た
方
や
関
西
各
府
県
代
表
者
様
を

交
え
、
ま
た
普
段
着
で
和
ん
だ
雰

囲
気
の
中
で
色
々
な
話
を
し
て
い

る
と
、
二
時
間
半
が
「
ア
ッ
！
と

い
う
間
」
に
経
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
組
合
と
は
、
労
働
条
件
環
境
の

改
善
向
上
、
経
済
的
地
位
の
向
上

を
目
指
し
て
い
く
者
が
集
ま
っ
て

い
る
組
織
の
仲
間
で
、
ま
た
ラ
イ

バ
ル
で
も
有
り
ま
す
。
で
も
こ
の

様
な
和
ん
だ
雰
囲
気
を
見
て
い
る

と
『
青
年
部
で
は
、
意
地
を
張
ら

ず
何
で
も
言
い
合
え
る
本
当
の
友

達
を
作
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
な
。

大
人
に
な
っ
た
私
達
の
友
達
づ
く

り
の
場
に
し
て
行
け
た
ら
。』
と

感
じ
、
東
岸
部
会
長
の
願
い
は
こ

う
言
っ
た
事
か
と
感
じ
と
れ
ま
し

た
。
友
達
作
り
も
不
慣
れ
に
な
っ

た
こ
の
世
代
、
青
年
部
の
中
で
も

世
代
を
超
え
て
本
当
の
友
達
を
作

れ
る
機
会
が
有
る
組
織
に
し
て
い

き
た
い
、
今
後
の
青
年
部
も
そ
う

な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
、
そ
の
様

な
思
い
が
得
ら
れ
た
事
業
の
一
日

で
し
た
。
と
て
も
疲
れ
た
一
日
で

し
た
が
本
当
に
企
画
を
開
催
し
て

一
人
で
も
喜
ん
で
頂
け
る
と
、

や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
意
味
で
も
、
そ
れ
が

醍
醐
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
青
年
部

　副
部
会
長

　中
村

　彰
）

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
端
末
処
理

技
術
者
認
定
試
験
・
更
新
講
習

　
今
年
も
恒
例
の
「
高
圧
ケ
ー
ブ

ル
端
末
処
理
技
術
者
認
定
試
験
・

更
新
講
習
」
が
、
電
工
組
会
館
及

び
実
習
棟
に
お
い
て
、
住
電
機
器

シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様
よ
り
三
名

の
講
師
と
、
当
学
院
邑
田
講
師
の

下
、
一
月
二
十
二
日
（
月
）
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
受
講
者
数
は
、
認
定
試

験
受
講
者
十
五
名
、
更
新
講
習
受

講
者
三
十
三
名
の
合
計
四
十
八
名

で
し
た
。
電
工
組
会
館
の
駐
車
場

は
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
受
講
者
の
方
々
が
相
乗
り

で
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
た
め
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
等
も
無
く
駐
車
や
車
の
入

れ
替
え
が
で
き
ま
し
た
。
受
講
者

の
皆
様
、
今
年
も
ご
協
力
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
更
新
講
習
・
認
定
試
験
と
も
に

定
刻
の
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
開

始
さ
れ
、
初
め
に
当
学
院
の
藤
本

一
矢
学
院
長
よ
り
電
気
の
安
全
管

理
に
つ
い
て
の
講
議
を
し
て
頂
き
、

続
い
て
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
端
末

理
論
講
義
を
受
け
て
頂
き
、
更
新

講
習
は
模
範
実
技
へ
と
進
み
実
技

講
習
・
質
疑
応
答
を
終
え
て
十
二

時
十
分
頃
に
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
し

ま
し
た
。

　
認
定
試
験
は
講
義
の
後
、
ビ
デ

オ
講
習
、
筆
記
試
験
、
実
技
講
習
、

実
技
試
験
・
質
疑
応
答
を
終
え
て

十
五
時
三
〇
分
頃
に
無
事
に
終
了

致
し
ま
し
た
。

　
当
日
ご
出
席
の
皆
様
、
大
変
寒

い
中
お
疲
れ
様
で
し
た
。

「
高
圧
・
特
別
高
圧
電
気

取
扱
業
務
特
別
教
育
」
開
催

　
令
和
六
年
一
月
二
十
四
日

（
水
）・
二
十
五
日
（
木
）、
滋
賀
電

工
組
会
館
で
「
高
圧
・
特
別
高
圧

受
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
当
組
合
事
業
委
員

会
平
岩
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
講
習
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

両
日
と
も
に
九
時
〇
〇
分
か
ら
十

七
時
〇
〇
分
と
い
う
長
時
間
の
講

習
会
で
し
た
が
、
講
習
生
の
み
な

さ
ん
は
熱
心
に
講
師
の
話
を
聞
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
科
教
育
は
高
圧
・
特
別
高
圧

の
電
気
と
設
備
、
安
全
作
業
用
具

に
関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
関
係
法

令
に
つ
い
て
教
育
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
技
教
育
は
P
A
S
（
気
中

負
荷
開
閉
器
）
と
L
B
S
（
高
圧

交
流
負
荷
開
閉
器
）
の
操
作
、
安

全
防
具
の
作
業
・
点
検
な
ど
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
開
閉
器
の
開

放
投
入
作
業
は
工
夫
し
て
力
を
入

電
気
取
扱
業
務
特
別
教
育
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
電
気
技
術

専
門
学
院
　
邑
田
　
善
一
郎
　
講

師
の
も
と
、
二
十

四
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
特
別
教
育

は
組
合
員
よ
り
開

催
の
要
望
を
受
け
、

事
業
委
員
会
に
て

審
議
・
計
画
を

行
っ
た
結
果
、
当

工
組
で
は
初
め
て

開
催
す
る
運
び
と

な
っ
た
講
習
会
で

す
。
当
初
の
定
員

を
超
過
す
る
応

募
・
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
非
常
に

需
要
の
あ
る
特
別

教
育
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
、
事
業

委
員
長
・
講
師
と

協
議
の
上
で
全
員

れ
る
必
要
が
あ
り
、
講
習
生
の
中

に
は
初
め
て
の
作
業
で
苦
戦
さ
れ

る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
講
習
会
の
二
日
間
は
大

雪
と
重
な
っ
た
た
め
、
来
館
が
困

難
な
講
習
生
に
対
し
て
は
特
例
と

し
て
振
替
実
施
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
悪
路
に
も
関
わ

ら
ず
ご
来
館
い
た
だ
い
た
講
習
生
、

講
師
の
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
講
習
生
の
み
な
さ
ん
に
は
こ
の

講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
い
た
だ
き
、
感
電
等
の
災
害
の

防
止
に
努
め
て
安
全
に
怪
我
無
く

作
業
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
に
は
な
り
ま
す
が
、
本
講

習
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
に

あ
た
り
、
役
員
の
皆
さ

ま
並
び
に
講
習
生
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
開
閉
器

を
ご
提
供
い
た
だ
い
た

株
式
会
社
八
木
電
機
様
、

開
閉
器
設
置
ラ
ッ
ク
を

製
作
い
た
だ
い
た
有
限

会
社
ヤ
マ
キ
電
気
工
業

所
様
、
当
日
の
講
師
及

び
講
習
会
の
準
備
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
邑
田

講
師
に
は
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
事
務
局
）

学
院　だ

よ
り

学
院　だ

よ
り

青
年
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

更新講習

藤本副理事長

認定試験
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し
た
。
細
か
な
説
明
は
省
略
し
ま
す
が
、「
本
能
寺

の
変
」
後
、
豊
臣
秀
次
に
よ
っ
て
新
し
く
開
か
れ

た
八
幡
山
城
下
に
移
り
住
み
、
祭
を
引
き
継
い
だ

こ
と
が
今
日
に
繋
が
り
ま
す
。

　
安
土
城
下
の
左
義
長
ま
つ
り
は
、
織
田
信
長
自

ら
も
躍
り
出
た

と
伝
わ
る
、
絢

爛
豪
華
で
派
手

か
つ
威
勢
の
よ

い
祭
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
、

「
織
田
信
長
ゆ

か
り
の
天
下
の

奇
祭
」、
ま
た
、

三
月
中
旬
に
開

催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
「
湖
国
に

春
を
告
げ
る
お

祭
り
」
と
い
っ

た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
等
が
添

え
ら
れ
、
近
江
八
幡
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

を
迎
え
ま
す
。

　
祭
に
欠
か
せ
な
い
神
輿
と
な
る
全
体
を
「
左
義

長
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
土
台
部
分
は
、
藁
（
ワ
ラ
）

を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
も
一
年
を
通
じ
て
準
備
作

　
左
義
長
は
、
正
月
飾
り
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
奉

火
し
、
そ
の
年
の
健
康
や
幸
福
な
ど
を
祈
願
す
る

も
の
で
、「
ど
ん
ど
焼
き
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
祭

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
江
八
幡
で
は
、
独
自
の

変
化
や
発
展
を
繰
り
返
し
、
他
の
様
相
と
は
違
う

祭
と
し
て
進
化
す
る
こ
と
で
、
地
元
住
民
や
観
光

客
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
ん
な
「
近

江
八
幡
の
左
義
長
ま
つ
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
は
、
八
幡
山
城
下
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
祭

で
す
が
、
元
々
は
、
安
土
城
下
で
行
わ
れ
て
い
ま

業
は
行
わ
れ
ま
す
が
、
干
支
を
メ

イ
ン
に
中
心
に
据
え
ら
れ
る
「
ダ

シ
」部
分
は
、約
三
ヶ
月
を
か
け
て
、

各
町
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
手
作

り
で
制
作
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ダ
シ

制
作
は
、
山
の
幸
（
穀
物
）、
海
の

幸
（
海
産
物
）
等
々
の
食
材
に
て

作
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
、
大
き

な
特
徴
で
す
。

　
苦
労
と
努
力
を
積
み
重
ね
完
成

し
た
各
町
の
自
慢
の
左
義
長
は

（
例
年
十
三
基
）、
初
日
の
お
昼
過

ぎ
に
日
牟
禮
八
幡
宮
へ
集
結
し
ま

す
。（
一
堂
に
勢
揃
い
す
る
風
景

は
圧
巻
で
す
）。
二
日
目
は
、
ダ
シ

の
組
み
合
わ
せ
（
通
称
：
ケ
ン
カ

と
呼
ば
れ
る
ぶ
つ
け
合
い
）
が
、

日
牟
禮
八
幡
宮
近
く
で
行
わ
れ
ま

す
。

　
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
夜

の
一
斉
奉
火
。
二
十
時
に
五
基
を

一
斉
奉
火
後
、順
次
、火
が
放
た
れ
、

夜
空
を
焦
が
し
ま
す
。
時
代
と
と

も
に
様
々
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た

左
義
長
ま
つ
り
で
す
が
、
い
つ
の

時
代
も
、
ふ
る
さ
と
近
江
八
幡
の

繁
栄
、
そ
し
て
、
火
除
け
厄
除
け
、

五
穀
豊
穣
や
商
売
繁
盛
を
願
う
気

持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
（
令
和
六
年
）
の
左
義
長
ま

つ
り
は
、
三
月
十
六
日
・
十
七
日

に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
近
江
八
幡

の
市
民
や
町
中
が
熱
く
な
る
二
日

間
、
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
！

お
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人

近
江
八
幡
観
光
物
産
協
会

電
話

　〇
七
四
八
ー
三
二
ー
七
〇
〇
三

（
八
幡
支
部

　大
橋

　浩
之
）

高
島
支
部
新
年
会

　
去
る
一
月
十
六
日
に
高
島
支
部

の
定
例
会
及
び
新
年
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
新
年
会
で
は
副
理
事
長
の
藤
本

様
か
ら
「
安
原
電
気
」
安
原
氏
へ

小
工
事
優
良
工
事
店
地
区
長
表
彰

の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
コ
コ
ハ
ウ
ス
ヨ
コ
イ
」
横
井
氏

へ
古
希
の
お
祝
い
、「
㈱
ハ
ヤ
シ

電
器
」
林
氏
へ
事
業
継
承
と
古
希

の
お
祝
い
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
輝
か
し
い
一
年

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

【
紹
介
】

　
今
回
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
『
白
浜
荘
』
は
組
合
で
発
行
さ

れ
て
い
る
「
J
W
F
C
A
R
D
」

が
使
用
で
き
る
お
店
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

住
所
　
高
島
市
安
曇
川
町
下
小
川

　
　
　
二
三
〇
〇
ー
一

電
話
　
〇
七
四
〇
ー
三
二
ー
〇
四
五
一

特
典

　
宿
泊
料
金
　
一
〇
%
割
引

日
帰
り
入
浴
料
金
　
一
〇
〇
円
引
き

※
他
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用

不
可
、
宿
泊
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
限
定
商
品
は
除
く

（
J
W
F
C
A
R
D
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
び
わ
湖
畔
白
浜
荘

https://www.shiraham
aso.co.jp/

（
高
島
支
部

　大
日

　一
誠
）

東
近
江
支
部
新
年
会
開
催

　
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日
に
五

個
荘
町
の
松
研
に
て
東
近
江
支
部

の
新
年
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。本
部
か
ら
中
嶋
副
理
事
長
・

そ
の
他
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
も

御
臨
席
頂
き
新
年
の
お
祝
い
と
し

て
相
応
し
い
賑
や
か
な
支
部
新
年

会
を
開
催
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
二
月
よ
り
新
規
入
会
の
電

気
工
事
店
の
方
も
出
席
頂
き
ま
し

た
し
、
東
近
江
支
部
の
メ
ン
バ
ー

も
世
代
交
代
な
ど
も
多
く
非
常
に

若
い
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
な
と
感

じ
る
活
気
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
本
部
・
支
部
が

活
気
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
来

年
・
再
来
年
と
繋
が
り
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
忙
し

い
中
、
参
加
頂
い
た
方
、
忙
し
く

残
念
な
が
ら
参
加
出
来
な
か
っ
た

方
と
も
ど
も
今
後
も
繋
が
り
を
大

主
に
は
総
会
に
関
す
る
件
と
支
部

旅
行
に
関
す
る
件
で
し
た
。
八
幡

支
部
は
総
会
開
催
と
支
部
旅
行
を

六
月
支
部
会
と
併
せ
て
行
な
っ
て

い
る
事
が
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
今
回
は
色
々
な
意
見
が
出
ま

し
た
が
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登

の
震
災
の
復
興
を
考
え
石
川
県
へ

の
意
見
が
多
く
、
同
じ
旅
を
す
る

な
ら
北
陸
応
援
割
も
使
用
で
き
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
前
に
行
う

方
向
へ
の
案
で
概
ね
決
ま
り
、
あ

と
は
役
員
と
会
計
担
当
と
旅
行
幹

事
の
腕
の
見
せ
所
と
な
る
様
で
す
。

　
能
登
・
石
川
の
復
興
支
援
に
関

し
て
、
特
別
な
こ
と
が
出
来
な
く

て
も
我
々
が
出
来
る
こ
と
又
一
個

人
で
出
来
る
こ
と
で
大
き
な
事
が

出
来
な
く
て
も
小
さ
な
こ
と
の
積

み
重
ね
の
支
援
も
大
事
か
と
思
い

ま
す
。
一
日
で
も
早
い
復
興
が
目

指
せ
る
事
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
八
幡
支
部

　大
橋

　浩
之
）

切
に
組
合
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
東
近
江
支
部
長

　平
岩

　喜
剛
）

令
和
五
年
度
二
月
支
部
会

　
令
和
六
年
二
月
一
日
（
木
）
十

三
時
三
十
分
か
ら
、
上
田
町
つ
な

が
り
ハ
ウ
ス
篠
田
の
里
に
て
八
幡

支
部
支
部
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
催
前
に
う
え
の
賢
一
郎
衆
議
院

議
員
秘
書
の
稲
田
隼
也
氏
よ
り
挨

拶
が
有
り
、
現
況
報
告
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
支
部
会
で
は
福
山
支

部
長
か
ら
の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、

五
つ
の
議
題
に
関
し
て
行
わ
れ
、

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

高

島

支

部

八

幡

支

部

東
近
江
支
部

うえの賢一郎衆議院議員秘書の
稲田隼也氏より挨拶支部会風景

支部会風景

（2）
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令和６年度 電気工事士試験の実施日程等のご案内
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（別紙）

令和６年度電気工事士試験の実施日程等のご案内

令和６年度から『第一種電気工事士試験』が２回実施されます。

学科試験の際には、試験会場、試験日時が選択・変更可能な CBT方式をお勧めします。

試験実施日程等

（注）

・お申込み方法は、原則、インターネット申込みとなります。

インターネット申込みは申込み初日の１０時から最終日の１７時までとなります。

学科試験免除で申込みされる方も上記期間の申込みとなります。

・受験手数料の入金方法は、個人申込みにあっては、クレジットカード決済、コンビニ決済、ペイジー決済がご利用

いただけます。団体申込みについては、銀行振込がご利用いただけます。

（インターネットをご利用できない等、やむを得ない場合で書面申込みを希望される方は、下記問い合わせ先までご連絡ください。書面申込みは

最終日の消印有効となります。）

・学科試験は、CBT方式又は筆記方式でのいずれかの受験となります。（第一種電気工事士上期試験を除く）

CBT方式の試験を欠席した場合、筆記方式の試験は受験できません。
    

※１ CBT方式 ・・・・ 所定の期間内に試験会場、試験日時を選択・変更することが可能です。

※２ 筆記方式 ・・・・ 第一種電気工事士上期学科試験は、CBT方式のみ実施。

令和６年度より、午前の１回実施となります。

※３ 第二種電気工事士技能試験 ・・・・ 各試験地（４７都道府県実施）で土曜日又は日曜日に分けて実施します。

      問い合わせ先

一般財団法人 電気技術者試験センター 本部事務局   TEL 03-3552-7691

https://www.shiken.or.jp                          9時から 17時 15分まで（土・日・祝日を除く）

2023.11                                                               

種 別

項 目

第一種 第二種

上 期 試 験 下 期 試 験 上 期 試 験 下 期 試 験

試験

実施日

学
科
試
験

CBT方式※１

4月 1日(月）

～5月 9日(木）

（３９日間）

9月 2日(月）

～9月 19日(木）

（１８日間）

4月 22日(月）

～5月 9日(木）

（１８日間）

9月 20日(金）

～10月 7日(月）

（１８日間）

筆記方式※２ 10月 6日(日) 5月 26日(日） 10月 27日(日）

技能試験 7月 6日(土) 11月 24日(日)

※3

7月 20日(土)

又は

7月 21日(日)

※3

12月 14日(土)

又は

12月 15日(日)

【受験申込み受付期間】

申込み期間は CBT方式・筆記方式・

技能試験（学科免除者）共に同一

2月 9日(金)

～ 2月 29日(木)

7月 29日(月）

～8月 15日(木）

3月 18日(月)

～ 4月 8日(月)

8月 19日(月)

～ 9月 5日(木)

受験手数料

（非課税）

インターネット申込み １０，９００円 １０，９００円 ９，３００円 ９，３００円

郵便による書面申込み １１，３００円 １１，３００円 ９，６００円 ９，６００円

二
十
九
日
　
全
日
本
電
気
工
事
業

　
　
　
　
工
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　「
第
2
回
技
術
・
認
証

委
員
会
」（
鹿
野
理
事
長
）

二
十
九
日
　
関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　「
で
ん
せ
つ
編
集
委
員
会
」

　
　
　
　（
藤
本
副
理
事
長
）

二
十
九
日
　
湖
南
支
部

　
　
　
　「
役
員
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）

四
日
　
　
高
島
支
部

　
　
　
　「
第
6
回
定
例
会
」

　
　
　
　（
角
野
支
部
長
他
）

八
日
　
　
第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　
定
期
講
習
会

　
　
　
　（
林
局
長
他
）

八
日
　
　（
一
社
）
全
国
建
設

　
　
　
　
産
業
団
体
連
合
会

　
　
　
　「
専
門
工
事
業
委
員
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

八
日
　
　（
一
社
）
滋
賀
県
設
備

設
計
事
務
所
協
会

　
　
　
　「
令
和
5
年
度
定
例
総
会
」

　
　
　
　（
藤
本
副
理
事
長
）

八
日
　
　
大
津
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　「
大
津
協
組
理
事
会
」

　
　
　
　（
草
野
支
部
長
他
）

十
二
日
　（
一
社
）
滋
賀
県
防
火

保
安
協
会
連
合
会

　
　
　
　「
第
2
回
理
事
会
・

　
　
　
　
第
3
回
事
務
局
長
会
議
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
他
）

十
二
日
　
第
6
回
総
合
企
画
委
員
会

　
　
　
　（
内
田
委
員
長
他
）

十
三
日
　
第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　
定
期
講
習
会

　
　
　
　（
林
局
長
他
）

六
日
　
　
第
12
回
三
役
会（
三
役
）

八
日
　
　
消
防
設
備
協
会

　
　
　
　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　「
令
和
5
年
度
消
防
設

備
協
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

連
絡
協
議
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

八
日
　
　
大
津
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　「
大
津
協
組
理
事
会
」

　
　
　
　（
草
野
支
部
長
他
）

九
日
　
　
兵
庫
県
電
気
工
事
工
業

組
合
「
組
合
創
立
60
周

年
記
念
祝
賀
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

十
三
日
　
第
5
回

　
　
　
　
総
合
企
画
委
員
会

　
　
　
　（
内
田
委
員
長
他
）

十
五
日
　
全
日
本
電
気
工
事
業

　
　
　
　
工
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　「
第
107
回
臨
時
総
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

十
五
日
　
足
場
の
組
立
て
等

　
　
　
　
特
別
教
育（
邑
田
講
師
）

十
五
日
　
第
４
回
総
務
委
員
会

　
　
　
　（
草
野
委
員
長
他
）

十
六
日
　
第
13
回
三
役
会（
三
役
）

十
八
日
　
高
島
支
部

　
　
　
　「
組
合
員
親
睦
旅
行
」

　
　
　
　（
角
野
支
部
長
他
）

十
九
日
　
業
界
理
解
促
進
交
流
事
業

　
　
　
　（
福
山
副
委
員
長
他
）

二
十
日
　
第
4
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　（
三
役
他
）

二
十
二
日
　
関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　「
第
5
回
電
気
工
事
技

能
競
技
全
国
大
会
関
西

企
画
委
員
会
」

　
　
　
　（
梅
本
常
任
理
事
他
）

二
十
八
日
　
第
5
回
技
術
委
員
会

　
　
　
　（
梅
本
委
員
長
他
）

【
新
規
加
入
】心
よ
り
歓
迎
！

●
湖
北
支
部

宮
栗
電
工

代
表
者
　
栗
田
　
敬
大
　
氏

〒
五
二
六
ー
〇
八
一
四

長
浜
市
石
田
町
五
一
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
九
〇
ー
二
一
〇
八
ー
四
四
二
九

加
入
日
　
二
〇
二
四
年
一
月
一
日

●
東
近
江
支
部

ま
つ
い
建
装

代
表
者
　
松
居
　
翔
太
　
氏

〒
五
二
九
ー
一
四
二
三

東
近
江
市
五
個
荘
奥
町
九
三
五
ー
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
四
八
ー
二
六
ー
四
五
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
四
八
ー
二
六
ー
九
四
五
九

加
入
日
　
二
〇
二
四
年
二
月
一
日

一
日
　
　
八
幡
支
部
「
支
部
会
」

　
　
　
　（
福
山
支
部
長
他
）

二
日
　
　
湖
南
支
部

　
　
　
　「
支
部
定
例
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）

二
日
　
　
湖
南
支
部
「
新
年
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）

五
日
　
　
第
4
回
事
業
委
員
会

　
　
　
　（
平
岩
委
員
長
他
）

十
四
日
　
学
院
「
第
28
期

　
　
　
　
二
次
入
学
試
験
」

　
　
　
　（
林
局
長
）

十
四
日
　
関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　「
事
務
局
長
会
議
」

　
　
　
　（
林
局
長
）

十
四
日
　
彦
根
支
部

　
　
　
　「
第
6
回
支
部
例
会
」

　
　
　
　（
若
林
支
部
長
他
）

十
五
日
　（
一
社
）
全
国
建
設

　
　
　
　
産
業
団
体
連
合
会

　
　
　
「
生
産
シ
ス
テ
ム
委
員
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

十
七
日
　
総
合
企
画
委
員
会

　
　
　
　「
第
5
回

　
　
　
　
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　
　
　
　（
内
田
委
員
長
他
）

十
九
日
　
第
13
回
三
役
会（
三
役
）

十
九
日
　
湖
南
支
部

　
　
　
　「
支
部
監
査
会
」 

二
十
一
日
　
滋
賀
電
気
技
術
専
門

学
院
「
第
27
期
生

　
　
　
　
卒
業
式
」（
三
役
他
）

二
十
二
日
　
滋
賀
県
中
小
企
業

　
　
　
　
団
体
中
央
会

　
　
　
　「
役
員
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

二
十
二
日
　
J
W
F
協
同
組
合

　
　
　
　
解
散
総
会
（
三
役
他
）

二
十
六
日
　
第
6
回
理
事
会

　
　
　
　（
三
役
他
）

二
十
八
日
　
湖
南
支
部「
役
員
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）
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令
和
五
年
度

青
年
部
研
修
事
業
と
新
年
会

　
去
る
、
二
月
二
日
（
金
）、
青
年

部
で
は
初
め
て
の
バ
ス
に
て

『
K
T
C
工
場
見
学
・
平
等
院
鳳

凰
堂
他
拝
観
』
と
『
新
年
会
』
と

い
う
研
修
・
交
流
事
業
を
企
画
開

催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
研
修
に
は
十
八
名
（
諸
事
情
に

よ
り
二
名
欠
席
に
な
り
と
て
も
残

念
で
す
。）
参
加
、
新
年
会
に
は
関

西
電
気
工
事
工
業
会
青
年
部
連
合

会
か
ら
も
役
員
七
名
参
加
の
合
計

二
十
七
名
が
参
加
協
力
し
て
頂
け

ま
し
た
。

　
工
場
見
学
は
、
京
都
府
久
御
山

に
有
り
ま
す
、
京
都
機
械
工
具
株

式
会
社
（
通
称
K
T
C
）
を
見
学

さ
せ
て
頂
き
、
K
T
C
の
社
是
・

社
訓
に
あ
る
と
お
り
、
自
分
達
の

仕
事
に
対
し
て
誠
実
で
い
つ
も
前

進
し
、
工
具
を
使
用
す
る
お
客
様
、

ま
た
そ
の
先
の
お
客
様
の
快
適
な

暮
ら
し
を
支
え
よ
う
と
言
う
思
い

で
日
々
作
業
さ
れ
て
い
る
事
が
伝

わ
り
ま
し
た
。
工
場
の
方
の
考
え

も
現
場
で
働
く
私
達
も
同
様
で
、

皆
が
喜
び
自
分
の
仕
事
を
讃
頌
し

て
頂
く
と
と
て
も
励
み
に
な
り
ま

す
し
、
生
き
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。

　
午
前
中
K
T
C
を
見
学
し
た
後
、

午
後
か
ら
は
宇
治
に
移
り
昼
食
を

料
理
旅
館
に
て
堪
能
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
等
院
鳳
凰
堂
を
拝
観
、

ま
た
堂
内
も
内
覧
、
数
々
の
美
術

品
の
説
明
も
し
て
頂
け
ま
し
た
。

　
一
つ
だ
け
平
等
院
鳳
凰
堂
で
の

後
悔
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、「
平

等
院
鳳
凰
堂
の
御
朱
印
帳
も
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
か
っ
こ
よ
か
っ
た
！

↑
↑
買
っ
て
お
き
ゃ
良
か
っ
た
！

買
わ
ず
に
帰
っ
て
き
た
の
で
残
念

⤵
」。。。
皆
様
も
是
非
、
行
か
れ
た

際
に
は
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
時
間
も
余
り
無
か
っ
た

の
で
す
が
、
伏
見
稲
荷
大
社
に
参

拝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
四
十
分

ほ
ど
の
滞
在
時
間
で
し
た
の
で
残

念
な
が
ら
本
殿
し
か
行
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
初
め
て
行
っ
た
の
で
す

が
、
今
度
は
境
内
を
制
覇
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
平
等
院
鳳
凰
堂
と

と
も
に
ど
ち
ら
も
も
う
一
度
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　
夕
方
か
ら
は
、
草
津
に
帰
っ
て

き
て
新
年
会
を
開
催
！『
新
年
会
』

は
東
岸
部
会
長
の
達
て
の
願
い
も

有
り
、
初
め
て
開
催
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。「
新
年
会
か
ら
な
ら
」
と

時
間
を
合
わ
せ
て
参
加
し
て
頂
い

た
方
や
関
西
各
府
県
代
表
者
様
を

交
え
、
ま
た
普
段
着
で
和
ん
だ
雰

囲
気
の
中
で
色
々
な
話
を
し
て
い

る
と
、
二
時
間
半
が
「
ア
ッ
！
と

い
う
間
」
に
経
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
組
合
と
は
、
労
働
条
件
環
境
の

改
善
向
上
、
経
済
的
地
位
の
向
上

を
目
指
し
て
い
く
者
が
集
ま
っ
て

い
る
組
織
の
仲
間
で
、
ま
た
ラ
イ

バ
ル
で
も
有
り
ま
す
。
で
も
こ
の

様
な
和
ん
だ
雰
囲
気
を
見
て
い
る

と
『
青
年
部
で
は
、
意
地
を
張
ら

ず
何
で
も
言
い
合
え
る
本
当
の
友

達
を
作
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
な
。

大
人
に
な
っ
た
私
達
の
友
達
づ
く

り
の
場
に
し
て
行
け
た
ら
。』
と

感
じ
、
東
岸
部
会
長
の
願
い
は
こ

う
言
っ
た
事
か
と
感
じ
と
れ
ま
し

た
。
友
達
作
り
も
不
慣
れ
に
な
っ

た
こ
の
世
代
、
青
年
部
の
中
で
も

世
代
を
超
え
て
本
当
の
友
達
を
作

れ
る
機
会
が
有
る
組
織
に
し
て
い

き
た
い
、
今
後
の
青
年
部
も
そ
う

な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
、
そ
の
様

な
思
い
が
得
ら
れ
た
事
業
の
一
日

で
し
た
。
と
て
も
疲
れ
た
一
日
で

し
た
が
本
当
に
企
画
を
開
催
し
て

一
人
で
も
喜
ん
で
頂
け
る
と
、

や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
意
味
で
も
、
そ
れ
が

醍
醐
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
青
年
部

　副
部
会
長

　中
村

　彰
）

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
端
末
処
理

技
術
者
認
定
試
験
・
更
新
講
習

　
今
年
も
恒
例
の
「
高
圧
ケ
ー
ブ

ル
端
末
処
理
技
術
者
認
定
試
験
・

更
新
講
習
」
が
、
電
工
組
会
館
及

び
実
習
棟
に
お
い
て
、
住
電
機
器

シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様
よ
り
三
名

の
講
師
と
、
当
学
院
邑
田
講
師
の

下
、
一
月
二
十
二
日
（
月
）
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
受
講
者
数
は
、
認
定
試

験
受
講
者
十
五
名
、
更
新
講
習
受

講
者
三
十
三
名
の
合
計
四
十
八
名

で
し
た
。
電
工
組
会
館
の
駐
車
場

は
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
受
講
者
の
方
々
が
相
乗
り

で
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
た
め
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
等
も
無
く
駐
車
や
車
の
入

れ
替
え
が
で
き
ま
し
た
。
受
講
者

の
皆
様
、
今
年
も
ご
協
力
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
更
新
講
習
・
認
定
試
験
と
も
に

定
刻
の
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
開

始
さ
れ
、
初
め
に
当
学
院
の
藤
本

一
矢
学
院
長
よ
り
電
気
の
安
全
管

理
に
つ
い
て
の
講
議
を
し
て
頂
き
、

続
い
て
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
端
末

理
論
講
義
を
受
け
て
頂
き
、
更
新

講
習
は
模
範
実
技
へ
と
進
み
実
技

講
習
・
質
疑
応
答
を
終
え
て
十
二

時
十
分
頃
に
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
し

ま
し
た
。

　
認
定
試
験
は
講
義
の
後
、
ビ
デ

オ
講
習
、
筆
記
試
験
、
実
技
講
習
、

実
技
試
験
・
質
疑
応
答
を
終
え
て

十
五
時
三
〇
分
頃
に
無
事
に
終
了

致
し
ま
し
た
。

　
当
日
ご
出
席
の
皆
様
、
大
変
寒

い
中
お
疲
れ
様
で
し
た
。

「
高
圧
・
特
別
高
圧
電
気

取
扱
業
務
特
別
教
育
」
開
催

　
令
和
六
年
一
月
二
十
四
日

（
水
）・
二
十
五
日
（
木
）、
滋
賀
電

工
組
会
館
で
「
高
圧
・
特
別
高
圧

受
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
当
組
合
事
業
委
員

会
平
岩
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
講
習
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

両
日
と
も
に
九
時
〇
〇
分
か
ら
十

七
時
〇
〇
分
と
い
う
長
時
間
の
講

習
会
で
し
た
が
、
講
習
生
の
み
な

さ
ん
は
熱
心
に
講
師
の
話
を
聞
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
科
教
育
は
高
圧
・
特
別
高
圧

の
電
気
と
設
備
、
安
全
作
業
用
具

に
関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
関
係
法

令
に
つ
い
て
教
育
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
技
教
育
は
P
A
S
（
気
中

負
荷
開
閉
器
）
と
L
B
S
（
高
圧

交
流
負
荷
開
閉
器
）
の
操
作
、
安

全
防
具
の
作
業
・
点
検
な
ど
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
開
閉
器
の
開

放
投
入
作
業
は
工
夫
し
て
力
を
入

電
気
取
扱
業
務
特
別
教
育
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
電
気
技
術

専
門
学
院
　
邑
田
　
善
一
郎
　
講

師
の
も
と
、
二
十

四
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
特
別
教
育

は
組
合
員
よ
り
開

催
の
要
望
を
受
け
、

事
業
委
員
会
に
て

審
議
・
計
画
を

行
っ
た
結
果
、
当

工
組
で
は
初
め
て

開
催
す
る
運
び
と

な
っ
た
講
習
会
で

す
。
当
初
の
定
員

を
超
過
す
る
応

募
・
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
非
常
に

需
要
の
あ
る
特
別

教
育
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
、
事
業

委
員
長
・
講
師
と

協
議
の
上
で
全
員

れ
る
必
要
が
あ
り
、
講
習
生
の
中

に
は
初
め
て
の
作
業
で
苦
戦
さ
れ

る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
講
習
会
の
二
日
間
は
大

雪
と
重
な
っ
た
た
め
、
来
館
が
困

難
な
講
習
生
に
対
し
て
は
特
例
と

し
て
振
替
実
施
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
悪
路
に
も
関
わ

ら
ず
ご
来
館
い
た
だ
い
た
講
習
生
、

講
師
の
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
講
習
生
の
み
な
さ
ん
に
は
こ
の

講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
い
た
だ
き
、
感
電
等
の
災
害
の

防
止
に
努
め
て
安
全
に
怪
我
無
く

作
業
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
に
は
な
り
ま
す
が
、
本
講

習
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
に

あ
た
り
、
役
員
の
皆
さ

ま
並
び
に
講
習
生
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
開
閉
器

を
ご
提
供
い
た
だ
い
た

株
式
会
社
八
木
電
機
様
、

開
閉
器
設
置
ラ
ッ
ク
を

製
作
い
た
だ
い
た
有
限

会
社
ヤ
マ
キ
電
気
工
業

所
様
、
当
日
の
講
師
及

び
講
習
会
の
準
備
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
邑
田

講
師
に
は
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
事
務
局
）

二
十
九
日
　
全
日
本
電
気
工
事
業

　
　
　
　
工
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　「
第
2
回
技
術
・
認
証

委
員
会
」（
鹿
野
理
事
長
）

二
十
九
日
　
関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　「
で
ん
せ
つ
編
集
委
員
会
」

　
　
　
　（
藤
本
副
理
事
長
）

二
十
九
日
　
湖
南
支
部

　
　
　
　「
役
員
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）

四
日
　
　
高
島
支
部

　
　
　
　「
第
6
回
定
例
会
」

　
　
　
　（
角
野
支
部
長
他
）

八
日
　
　
第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　
定
期
講
習
会

　
　
　
　（
林
局
長
他
）

八
日
　
　（
一
社
）
全
国
建
設

　
　
　
　
産
業
団
体
連
合
会

　
　
　
　「
専
門
工
事
業
委
員
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

八
日
　
　（
一
社
）
滋
賀
県
設
備

設
計
事
務
所
協
会

　
　
　
　「
令
和
5
年
度
定
例
総
会
」

　
　
　
　（
藤
本
副
理
事
長
）

八
日
　
　
大
津
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　「
大
津
協
組
理
事
会
」

　
　
　
　（
草
野
支
部
長
他
）

十
二
日
　（
一
社
）
滋
賀
県
防
火

保
安
協
会
連
合
会

　
　
　
　「
第
2
回
理
事
会
・

　
　
　
　
第
3
回
事
務
局
長
会
議
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
他
）

十
二
日
　
第
6
回
総
合
企
画
委
員
会

　
　
　
　（
内
田
委
員
長
他
）

十
三
日
　
第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　
定
期
講
習
会

　
　
　
　（
林
局
長
他
）

六
日
　
　
第
12
回
三
役
会（
三
役
）

八
日
　
　
消
防
設
備
協
会

　
　
　
　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　「
令
和
5
年
度
消
防
設

備
協
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

連
絡
協
議
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

八
日
　
　
大
津
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　「
大
津
協
組
理
事
会
」

　
　
　
　（
草
野
支
部
長
他
）

九
日
　
　
兵
庫
県
電
気
工
事
工
業

組
合
「
組
合
創
立
60
周

年
記
念
祝
賀
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

十
三
日
　
第
5
回

　
　
　
　
総
合
企
画
委
員
会

　
　
　
　（
内
田
委
員
長
他
）

十
五
日
　
全
日
本
電
気
工
事
業

　
　
　
　
工
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　「
第
107
回
臨
時
総
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

十
五
日
　
足
場
の
組
立
て
等

　
　
　
　
特
別
教
育（
邑
田
講
師
）

十
五
日
　
第
４
回
総
務
委
員
会

　
　
　
　（
草
野
委
員
長
他
）

十
六
日
　
第
13
回
三
役
会（
三
役
）

十
八
日
　
高
島
支
部

　
　
　
　「
組
合
員
親
睦
旅
行
」

　
　
　
　（
角
野
支
部
長
他
）

十
九
日
　
業
界
理
解
促
進
交
流
事
業

　
　
　
　（
福
山
副
委
員
長
他
）

二
十
日
　
第
4
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　（
三
役
他
）

二
十
二
日
　
関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　「
第
5
回
電
気
工
事
技

能
競
技
全
国
大
会
関
西

企
画
委
員
会
」

　
　
　
　（
梅
本
常
任
理
事
他
）

二
十
八
日
　
第
5
回
技
術
委
員
会

　
　
　
　（
梅
本
委
員
長
他
）

【
新
規
加
入
】心
よ
り
歓
迎
！

●
湖
北
支
部

宮
栗
電
工

代
表
者
　
栗
田
　
敬
大
　
氏

〒
五
二
六
ー
〇
八
一
四

長
浜
市
石
田
町
五
一
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
九
〇
ー
二
一
〇
八
ー
四
四
二
九

加
入
日
　
二
〇
二
四
年
一
月
一
日

●
東
近
江
支
部

ま
つ
い
建
装

代
表
者
　
松
居
　
翔
太
　
氏

〒
五
二
九
ー
一
四
二
三

東
近
江
市
五
個
荘
奥
町
九
三
五
ー
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
四
八
ー
二
六
ー
四
五
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
四
八
ー
二
六
ー
九
四
五
九

加
入
日
　
二
〇
二
四
年
二
月
一
日

一
日
　
　
八
幡
支
部
「
支
部
会
」

　
　
　
　（
福
山
支
部
長
他
）

二
日
　
　
湖
南
支
部

　
　
　
　「
支
部
定
例
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）

二
日
　
　
湖
南
支
部
「
新
年
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）

五
日
　
　
第
4
回
事
業
委
員
会

　
　
　
　（
平
岩
委
員
長
他
）

十
四
日
　
学
院
「
第
28
期

　
　
　
　
二
次
入
学
試
験
」

　
　
　
　（
林
局
長
）

十
四
日
　
関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　「
事
務
局
長
会
議
」

　
　
　
　（
林
局
長
）

十
四
日
　
彦
根
支
部

　
　
　
　「
第
6
回
支
部
例
会
」

　
　
　
　（
若
林
支
部
長
他
）

十
五
日
　（
一
社
）
全
国
建
設

　
　
　
　
産
業
団
体
連
合
会

　
　
　
「
生
産
シ
ス
テ
ム
委
員
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

十
七
日
　
総
合
企
画
委
員
会

　
　
　
　「
第
5
回

　
　
　
　
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　
　
　
　（
内
田
委
員
長
他
）

十
九
日
　
第
13
回
三
役
会（
三
役
）

十
九
日
　
湖
南
支
部

　
　
　
　「
支
部
監
査
会
」 

二
十
一
日
　
滋
賀
電
気
技
術
専
門

学
院
「
第
27
期
生

　
　
　
　
卒
業
式
」（
三
役
他
）

二
十
二
日
　
滋
賀
県
中
小
企
業

　
　
　
　
団
体
中
央
会

　
　
　
　「
役
員
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

二
十
二
日
　
J
W
F
協
同
組
合

　
　
　
　
解
散
総
会
（
三
役
他
）

二
十
六
日
　
第
6
回
理
事
会

　
　
　
　（
三
役
他
）

二
十
八
日
　
湖
南
支
部「
役
員
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）

二
月
の
会
議
会
合
等
の
記
録

三
月
の
会
議
会
合
等
の
日
程

会
員
情
報

会
員
情
報

平岩支部長挨拶
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令和６年度 電気工事士試験の実施日程等のご案内

2

（別紙）

令和６年度電気工事士試験の実施日程等のご案内

令和６年度から『第一種電気工事士試験』が２回実施されます。

学科試験の際には、試験会場、試験日時が選択・変更可能な CBT方式をお勧めします。

試験実施日程等

（注）

・お申込み方法は、原則、インターネット申込みとなります。

インターネット申込みは申込み初日の１０時から最終日の１７時までとなります。

学科試験免除で申込みされる方も上記期間の申込みとなります。

・受験手数料の入金方法は、個人申込みにあっては、クレジットカード決済、コンビニ決済、ペイジー決済がご利用

いただけます。団体申込みについては、銀行振込がご利用いただけます。

（インターネットをご利用できない等、やむを得ない場合で書面申込みを希望される方は、下記問い合わせ先までご連絡ください。書面申込みは

最終日の消印有効となります。）

・学科試験は、CBT方式又は筆記方式でのいずれかの受験となります。（第一種電気工事士上期試験を除く）

CBT方式の試験を欠席した場合、筆記方式の試験は受験できません。
    

※１ CBT方式 ・・・・ 所定の期間内に試験会場、試験日時を選択・変更することが可能です。

※２ 筆記方式 ・・・・ 第一種電気工事士上期学科試験は、CBT方式のみ実施。

令和６年度より、午前の１回実施となります。

※３ 第二種電気工事士技能試験 ・・・・ 各試験地（４７都道府県実施）で土曜日又は日曜日に分けて実施します。

      問い合わせ先

一般財団法人 電気技術者試験センター 本部事務局   TEL 03-3552-7691

https://www.shiken.or.jp                          9時から 17時 15分まで（土・日・祝日を除く）

2023.11                                                               

種 別

項 目

第一種 第二種

上 期 試 験 下 期 試 験 上 期 試 験 下 期 試 験

試験

実施日

学
科
試
験

CBT方式※１

4月 1日(月）

～5月 9日(木）

（３９日間）

9月 2日(月）

～9月 19日(木）

（１８日間）

4月 22日(月）

～5月 9日(木）

（１８日間）

9月 20日(金）

～10月 7日(月）

（１８日間）

筆記方式※２ 10月 6日(日) 5月 26日(日） 10月 27日(日）

技能試験 7月 6日(土) 11月 24日(日)

※3

7月 20日(土)

又は

7月 21日(日)

※3

12月 14日(土)

又は

12月 15日(日)

【受験申込み受付期間】

申込み期間は CBT方式・筆記方式・

技能試験（学科免除者）共に同一

2月 9日(金)

～ 2月 29日(木)

7月 29日(月）

～8月 15日(木）

3月 18日(月)

～ 4月 8日(月)

8月 19日(月)

～ 9月 5日(木)

受験手数料

（非課税）

インターネット申込み １０，９００円 １０，９００円 ９，３００円 ９，３００円

郵便による書面申込み １１，３００円 １１，３００円 ９，６００円 ９，６００円

二
十
九
日
　
全
日
本
電
気
工
事
業

　
　
　
　
工
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　「
第
2
回
技
術
・
認
証

委
員
会
」（
鹿
野
理
事
長
）

二
十
九
日
　
関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　「
で
ん
せ
つ
編
集
委
員
会
」

　
　
　
　（
藤
本
副
理
事
長
）

二
十
九
日
　
湖
南
支
部

　
　
　
　「
役
員
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）

四
日
　
　
高
島
支
部

　
　
　
　「
第
6
回
定
例
会
」

　
　
　
　（
角
野
支
部
長
他
）

八
日
　
　
第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　
定
期
講
習
会

　
　
　
　（
林
局
長
他
）

八
日
　
　（
一
社
）
全
国
建
設

　
　
　
　
産
業
団
体
連
合
会

　
　
　
　「
専
門
工
事
業
委
員
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

八
日
　
　（
一
社
）
滋
賀
県
設
備

設
計
事
務
所
協
会

　
　
　
　「
令
和
5
年
度
定
例
総
会
」

　
　
　
　（
藤
本
副
理
事
長
）

八
日
　
　
大
津
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　「
大
津
協
組
理
事
会
」

　
　
　
　（
草
野
支
部
長
他
）

十
二
日
　（
一
社
）
滋
賀
県
防
火

保
安
協
会
連
合
会

　
　
　
　「
第
2
回
理
事
会
・

　
　
　
　
第
3
回
事
務
局
長
会
議
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
他
）

十
二
日
　
第
6
回
総
合
企
画
委
員
会

　
　
　
　（
内
田
委
員
長
他
）

十
三
日
　
第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　
定
期
講
習
会

　
　
　
　（
林
局
長
他
）

六
日
　
　
第
12
回
三
役
会（
三
役
）

八
日
　
　
消
防
設
備
協
会

　
　
　
　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　「
令
和
5
年
度
消
防
設

備
協
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

連
絡
協
議
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

八
日
　
　
大
津
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　「
大
津
協
組
理
事
会
」

　
　
　
　（
草
野
支
部
長
他
）

九
日
　
　
兵
庫
県
電
気
工
事
工
業

組
合
「
組
合
創
立
60
周

年
記
念
祝
賀
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

十
三
日
　
第
5
回

　
　
　
　
総
合
企
画
委
員
会

　
　
　
　（
内
田
委
員
長
他
）

十
五
日
　
全
日
本
電
気
工
事
業

　
　
　
　
工
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　「
第
107
回
臨
時
総
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

十
五
日
　
足
場
の
組
立
て
等

　
　
　
　
特
別
教
育（
邑
田
講
師
）

十
五
日
　
第
４
回
総
務
委
員
会

　
　
　
　（
草
野
委
員
長
他
）

十
六
日
　
第
13
回
三
役
会（
三
役
）

十
八
日
　
高
島
支
部

　
　
　
　「
組
合
員
親
睦
旅
行
」

　
　
　
　（
角
野
支
部
長
他
）

十
九
日
　
業
界
理
解
促
進
交
流
事
業

　
　
　
　（
福
山
副
委
員
長
他
）

二
十
日
　
第
4
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　（
三
役
他
）

二
十
二
日
　
関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　「
第
5
回
電
気
工
事
技

能
競
技
全
国
大
会
関
西

企
画
委
員
会
」

　
　
　
　（
梅
本
常
任
理
事
他
）

二
十
八
日
　
第
5
回
技
術
委
員
会

　
　
　
　（
梅
本
委
員
長
他
）

【
新
規
加
入
】心
よ
り
歓
迎
！

●
湖
北
支
部

宮
栗
電
工

代
表
者
　
栗
田
　
敬
大
　
氏

〒
五
二
六
ー
〇
八
一
四

長
浜
市
石
田
町
五
一
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
九
〇
ー
二
一
〇
八
ー
四
四
二
九

加
入
日
　
二
〇
二
四
年
一
月
一
日

●
東
近
江
支
部

ま
つ
い
建
装

代
表
者
　
松
居
　
翔
太
　
氏

〒
五
二
九
ー
一
四
二
三

東
近
江
市
五
個
荘
奥
町
九
三
五
ー
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
四
八
ー
二
六
ー
四
五
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
四
八
ー
二
六
ー
九
四
五
九

加
入
日
　
二
〇
二
四
年
二
月
一
日

一
日
　
　
八
幡
支
部
「
支
部
会
」

　
　
　
　（
福
山
支
部
長
他
）

二
日
　
　
湖
南
支
部

　
　
　
　「
支
部
定
例
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）

二
日
　
　
湖
南
支
部
「
新
年
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）

五
日
　
　
第
4
回
事
業
委
員
会

　
　
　
　（
平
岩
委
員
長
他
）

十
四
日
　
学
院
「
第
28
期

　
　
　
　
二
次
入
学
試
験
」

　
　
　
　（
林
局
長
）

十
四
日
　
関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　「
事
務
局
長
会
議
」

　
　
　
　（
林
局
長
）

十
四
日
　
彦
根
支
部

　
　
　
　「
第
6
回
支
部
例
会
」

　
　
　
　（
若
林
支
部
長
他
）

十
五
日
　（
一
社
）
全
国
建
設

　
　
　
　
産
業
団
体
連
合
会

　
　
　
「
生
産
シ
ス
テ
ム
委
員
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

十
七
日
　
総
合
企
画
委
員
会

　
　
　
　「
第
5
回

　
　
　
　
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　
　
　
　（
内
田
委
員
長
他
）

十
九
日
　
第
13
回
三
役
会（
三
役
）

十
九
日
　
湖
南
支
部

　
　
　
　「
支
部
監
査
会
」 

二
十
一
日
　
滋
賀
電
気
技
術
専
門

学
院
「
第
27
期
生

　
　
　
　
卒
業
式
」（
三
役
他
）

二
十
二
日
　
滋
賀
県
中
小
企
業

　
　
　
　
団
体
中
央
会

　
　
　
　「
役
員
会
」

　
　
　
　（
鹿
野
理
事
長
）

二
十
二
日
　
J
W
F
協
同
組
合

　
　
　
　
解
散
総
会
（
三
役
他
）

二
十
六
日
　
第
6
回
理
事
会

　
　
　
　（
三
役
他
）

二
十
八
日
　
湖
南
支
部「
役
員
会
」

　
　
　
　（
内
田
支
部
長
他
）
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　障がい者の福祉向上に取り組むNPO法人では、この度一般財団法人電気技術者試験セ

ンターのご厚意により、同センターが実施する第二種電気工事士技能試験の電線等試験材

料について、7月の上期試験（滋賀・大阪・神戸の6試験会場約5,000名の受験者分）に

引き続き、12月の下期試験（近畿2府4県全ての12試験会場約7,000名余りの受験者分）

についてもご提供いただきました。

　これら試験材料は、㈱藤本電気商会様・大東電気㈱様2台・㈱スミノ電気様のご協力により、

トラック4台に積込み、大阪府茨木市から障がい者施設まで搬送することができました。

　新年早々の1月15日という大変ご多忙の中、車両のご提供、更には運搬作業などにご協

力いただきました組合員の皆様には、心より感謝申し上げます。誠にありがとうございま

した！！

特定非営利活動法人　滋賀県福祉と環境に貢献する会

理事長　鹿野　敏夫

第二種電気工事士技能試験の
試験材料の運搬について（御礼）

【順不同・敬称略】株式会社藤本電気商会　　　　　　　　　　
大 東 電 気 株 式 会 社  ・  株式会社スミノ電気

大阪から滋賀へ搬送中

障がい者施設へ無事到着！　積み下ろし作業 あじさい園の職員の皆さん総出による積み下ろし作業

大阪府茨木市の集積所での積込み作業

障がい者施設では、通所者の皆さんが試験教材を丁寧に分別し、資源として有効活用に取り組んでいます！！

試験教材

（6）



第 665 号 令和 6年 3月 1日滋　賀　電　気　工　事　報

職 長・安 全 衛 生 責 任 者 教 育

主催団体／滋賀県電気工事工業組合　TEL.077-562-2069

会場／滋賀電工組会館　　日程／令和６年4月24日㈬・4月25日㈭　※定員30名先着順

シャープ住宅用太陽光発電システム電気工事研修会（施工ID取得）

主催団体／シャープエネルギーソリューション㈱　※お問い合わせは、滋賀県電気工事工業組合事務局まで（ＴＥＬ.077-562-2069）

会場／八尾（大阪）　　日程／問い合わせ　※販売店・代理店経由で申し込む必要有

パナソニック住宅用太陽光発電システム研修会（施工ID取得）

主催団体／パナソニック㈱エレクトリックワークス社　※お問い合わせは、滋賀県電気工事工業組合事務局まで（ＴＥＬ.077-562-2069）

会場／ＷＥＢ　　日程／随時　※販売店・代理店経由で申し込む必要有

石 綿 作 業 主 任 者 技 能 講 習

主催団体／（公社）滋賀労働基準協会　TEL.077-522-1786　https://shigarouki.or.jp/kousyu/ginou/kousyu_48.html

会場／大津　　日程／令和6年度未定

建 築 物 石 綿 含 有 建 材 調 査 者 講 習（ 一 般 ）

主催団体／（公社）滋賀労働基準協会　TEL.077-522-1786　https://shigarouki.or.jp/kousyu/kokuji/kousyu_68.html

会場／大津　　日程／令和6年度未定

主催団体／建災防滋賀県支部（滋賀県建設産業団体連合会）　TEL.077-522-3232　https://yumeken.or.jp/kensaibou/

会場／大津　　日程／令和6年度未定

主催団体／建災防滋賀県支部（滋賀県建設産業団体連合会）　TEL.077-522-3232　https://yumeken.or.jp/kensaibou/

会場／大津　　日程／令和6年度未定

石 綿 取 扱 作 業 従 事 者 特 別 教 育  

主催団体／（一財）中小建設業特別教育協会　https://www.tokubetu.or.jp/

会場／オンライン　　日程／随時

主催団体／SAT株式会社　TEL.050-3354-0177　https://www.sat-co.info/

会場／オンライン　　日程／随時

高 所 作 業 車 運 転 技 能 講 習

主催団体／（公社）建設荷役車両安全技術協会 滋賀県支部　TEL.077-521-5260　http://www.sacl.or.jp/branch/shiga/

会場／近江八幡、東近江　　日程／令和6年度未定

主催団体／八日市自動車教習所　TEL.0120-161-225　https://www.yokaichi-ds.co.jp/

会場／東近江　　日程／令和6年  3月8日㈮～3月11日㈪

主催団体／近江八幡安全教育センター　TEL.0120-71-2131　http://www.kyousen.jp/

会場／近江八幡　　日程／令和6年  3月15日㈮～3月18日㈪

◇

講
習
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◇

「太陽光発電設備」
発電状況

発電電力量

2024年2月8日現在

2,301ｋｗｈ

110,559ｋｗｈ

538,005ｋｗｈ

1月13日～2月8日累計

今 年 累 計

総 発 電 量

滋賀電工組会館 滋賀県電気工事工業組合
メール配信開始！
　2020年12月より、当工事報と併せてメール配信をスタートし
ております。組合員の皆様には毎月の「工事報」をはじめ、講習会
のご案内等の情報を組合事業所様へお届けする予定です。ぜひご
高覧下さい。
　　※2021年9月号よりメールでの配信とな
っております。
メールアドレスの登録が完了していない
組合員様は事務局までご連絡ください。
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